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序

この報告書は、今帰仁村における「リフッレッ

シュパークなきじん整備事業」に伴って実施さ

れた埋蔵文化財の記録保存を目的とした緊急発

掘調査の成果を収録したものであります。

本遺跡の発掘調査は平成１０年に行い、その後

資料整理を実施しました。今回調査の行われた

台地一帯には、以前リゾート開発公社により宿

泊施設が置かれ、本地点には展望広場の通路で

あった経緯があり、現況を著しく壊きれており

ましたが、それでも多くの成果を得ることが

できました。特に今帰仁村における貝塚時代の

様相の一端をつかめたことは大きな成果であり

ます。このほかにも今回出土した多くの文化財

は、かつての今帰仁を知る貴重な歴史資料であ

ります。

本書が多くの方々に有効に活用されることを

希望するとともに、文化財愛護思想の高揚、諸

開発計画における保存協議の円滑な推進に寄与

することを期待します。

今帰仁村教育委員会

教育長山城清光
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本書は平成１０年度に今帰仁村教育委員会がリフレッシュパークなきじん整備事業

の一環として実施される展望台広場造成事業に伴って発掘調査を実施した「長根
原遺跡」の発掘調査報告書である。

２本書に収録した遺跡は、沖縄県今帰仁村仲宗根垣畑原988番地に所在する。

３発掘調査及び整理作業にあたり次の方々から指導・助言をいただいた。

高宮麿衛（沖縄国際大学名誉教授）金武正紀（那覇市教育委員会）
上原静（沖縄国際大学専任講師）西銘章（沖縄県立埋蔵文化センター）
豊里友哉（宜野湾市教育委員会）園吉康孝（石川市教育委員会）
仲嶺久里子（那覇市教育委員会嘱託）

３ 本書掲載の現場における遺構実測図・測量図は宮城・金城・喜友名が作成した。

出土遺物の実測は宮城・金城・喜友名・松本・座間味・仲里・玉城が行った。

遺構・遺物の製図は宮城・松本・座間味・仲里が担当した。

４調査の記録及び出土遺物の保管は、今帰仁村歴史文化センターで行う。

５調査時の撮影及び遺物の撮影については宮城が行った。

６本書の作成・執筆・編集は宮城が行った。

７遺物の実測は土器のスケールをl/２，石器のスケールを1/３，遺構及び土層図を

ｌ/40で統一した。



第Ｉ章長根原遺跡の概要

ｌ長根原遺跡の位置と環境

長根原遺跡は今帰仁村字仲宗根に所在する◎長根

原遺跡の位置する地域を含む渡喜仁から上運天の北

側海岸一帯は標高30～40ｍの平坦な台地が広がり、

石灰岩段丘崖には湧水が多く見られる。同遺跡の崖

下にはヒージャーガー（写真ｌ）と呼ばれる湧水が

知られ水は豊富である。海岸線は美しく村内でも最

大規模の砂浜は、ウッパマの愛称で親しまれている。

台地縁辺および崖下には、今回調査した長根原遺

跡を含め８つの遺跡が知られており、村内でも先史

時代の遺跡の集中する地区として重要な地域である。

さらに西側に行けば与那嶺の北側海岸一帯、また海

を渡って古宇利島の南海岸や伊是名島にも同時期の

遣跡が集中しており、沖縄の先史時代を考える上で

も重要な遺跡の多い地域のひとつである。

第１図長根原遺跡位置図（S=1/50,000）

－ １ －

写真１.ヒージャーガー

跡



２長根原遺跡の歴史概観

今帰仁村内の先史遺跡の調査例は多くないが、同時代遺跡として西長浜原遣跡註'、古宇

利原遺跡註２がある。これらの遺跡は縄文時代後期～晩期の土器を多出し併せて住居跡が検
出されている。また後続する沖縄後期遺跡を含む遺跡として渡喜仁浜原貝塚や運天貝塚が崖

下に、その台地上には大地原遺跡などが所在しており、これらの近隣遺跡との関係にも今後

の調査が期待される地域である。他方、グスク時代になると当該地域一帯には現在遣跡は確
認されていない。近世（琉球）以降の土地利用は崖地一帯を墓として利用する例が見られ遺
跡の立地する地域から大井川一帯は村内でも特に墓所が集中する地区である。また、戦中は

中南部の住民が山岳の多いやんぱるへ避難の受け入れなども行ったとされる。運天から仲宗

根までの崖地一帯には戦火の名残として不発弾等も多かったとされ、現在も防空壕を確認す
ることができる。これらは、運天・伊･江島を中心とした日本軍施設を主として米軍による艦

砲射撃を集めたことにより、当該地域の住民生活が脅かされることとなった。

当遺跡を含む地域一帯が大規模開発により大きな土地景観の変化を招いたのは、1975年の
海洋博関連施設としてリゾート公社により宿泊施設が建設されたことに起因する。当該施設
は約4,500㎡の家屋宿泊施設と、650㎡の管理棟、250㎡の大浴場、野球グランドなどの施設
が集まり、中でも宿泊施設は汽車を利用し当時人気を集めたとされる。また隣地には民家は

少なく、自動車練習場、採石場がある。当該施設総面積122,622㎡を沖縄リゾート開発公社
より今帰仁村が買い受け、今帰仁村総合運動公園として現在村により整備されており、体育
館、温水プール、グラウンド、テニスコート等を集め、海岸は現在保全整備事業が進み村民
の浜として利活用されている。

一毒一宇亨亜z墨南一零恐牙←吟嵯酷

写真２。空から見た長根原遣跡一帯の台地
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第Ⅱ章調査の概要

１調査経過

村内における埋蔵文化財の取り扱いについては、昭和56年度～58年度に遺跡の分布調査
註3が実施きれて以後これに報告された遺跡を「周知の遺跡」とし、報告される遺跡につい
ては取り扱いに関して事前協議を行っている。本遺跡も周知の遺跡として知られている遺跡

であるため、遺跡の一部に予定される工事に関して協議を行った結果、階段を取り付ける部

分に関して掘削工事が実施ざれ遺跡の一部消失が免れないことから、東側の自然にできた排

水路の溝を利用して試掘調査を実施した。この結果、厚さ80ｃｍほどの包含層が確認きれた

ため工事が行われる区間について調査を行い、記録保存の措置を講ずることを決定した。
調査は緊急を要するため1998年１０月から開始した。調査期間中は今帰仁城跡の保存整備に

関わる調査委員会「今帰仁城跡調査研究整備委員会」の開催時期と同時並行して行っていた
かねあいもあり、また記録的な長雨だったこともあり思うように調査を進行することができ

なかったが、平成１０年１２月に無事終了した。調査後の整理作業は平成12年度に実施した。尚、

発掘調査報告書作成後は今帰仁村歴史文化センターで出土遺物及び記録類を保管する。

２調査組織

発掘調査では沖縄県教育庁文発掘調査を平成１０年度、資料整理を平成１２年度に実施した、発掘調査では沖縄リ

化課の指導により下記の体制で実施した。報告書の刊行は平成13年度に実施した。

平成10年度の発掘調査関係者
事業主体今帰仁村教育委員会

調査責任者教育長大城藤夫

社会教育課長上問 Ｊ 悟

事務総括文化財係長山内昌治

調査担当者 文化 財係 主事 玉城繁

文化財係専門員宮城弘樹

調査補助員臨時職員金城志哉喜友名勇人

発掘調査協力圃吉康孝（石川市教育委員会文化財係主事）
仲嶺久里子（那覇市教育委員会文化財課臨時職員）

資 料整理臨 時職員松本綾子座 間 味 桃 代

平成12年度の発掘出土品資料整理調査関係者
事業主体今帰仁村教育委員会

調査責任者教育長大城藤夫

社会教育課長吉田克巳

事務総括 文化財係長立津剛志

調査担当者文化財係主事田場盛史

文化財係専門員宮城弘樹

資料整理仲里なぎさ・松本綾子

平成13年度の発掘出土品資料整理調査関係者
事業主体今帰仁村教育委員会

調査責任者教育長山城清光
社会教育課長内間繁樹

事務総括文化財係長田港朝津

調査担当者文化財係主事田場盛史

文化財係専門員宮城弘樹

資料整理松本綾子・仲里なぎさ・玉城靖

－３－
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発掘調査は記録保存を前提とした。このため破壊を免れない掘削範囲についてのみ行った。

よって階段の取り付けにより遺跡の破壊が包含層へ及ぶ範囲約40㎡で調査を実施した。調査

地区は工事の際に用いているT-7-l（x=76671.621,ｙ=47819.768）を基準点をにし、Ｔ-７（X＝
76649.843,Ｙ=47792.28）を直線で結んだラインを基線として、基準点（T-7-l）より西南側
に位置するグ'ノッドを指示することとし、略東西にアルファベット順に、略南北を昇順で数

字を付けT-7-lはD-lO杭とした。調査対象とした地区は「E-l4」「D-l4」「D-15」の３つのグ
リッドを調査地区に定め記録保存を目的とした発掘調査を実施した。
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１

第２図長根原遺跡発掘調査区(S=1/２，０００）
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写真３。調査区設定状況

写真４.調査地区全景

－５－



第Ⅲ章層序

層序は試掘調査でＩ（客土層）～Ｖ層（地山）に分層し、Ⅲ．Ⅳ層を遺物包含層として確
認した。調査地区では第３図に図示したように層序を確認。北側から南側に緩やかに傾斜し

ており、通路をつくるため大きく削平され－部（溝の部分）は包含層まで及んでいる。

Ｉ層（黄白色混砂喋層）コーラル（石灰岩）を含む喋層。バックホウで除去。アキ缶・
空きピンなど現代遺物を含む客土層。南側に厚く堆積、一部が遺物包含層まで及び撹乱層に

なる。

Ⅱ層（黄褐色士層）粘性のない土層で近現代の堆積層と思われる。タイル・厨子尭等を
包含する。約30～70cm北側ほど堆積は薄く、南側に向かって厚く堆積する。

111層（黒褐色士層）粘性はないがしまりがよく粒子の粗い土層。貝塚時代の遺物を若干
包含する遺物包含層。約10～20ｃｍで水平堆積。

Ⅳ層（暗茶褐色土層）やや粘性のある土層。下部ほど遺物を多く包含する傾向が認めら
れる。貝塚時代の遺物を包含する遺物包含層で約１５～30ｃｍの水平堆積。

Ｖ層（明赤褐色粘土層）国頭マージ（赤土）の粘土層で地山と考えられる無遺物層。上
層からの掘り込みによるものかは判然としないが調査区を東西に横断するように段差が見ら
れる。マンガンノジュールを包含する。

第Ⅳ章遺構

遺構はⅣ層を除去した時点で確認された。Ⅲ層を除去した際にもⅣ層の上面で粘土が焼け、
固まりになった「焼け土」が散在していた。炉跡等の遺構が想起されたがプランを確認でき
るような状況ではなかった。Ｖ層（地山）は南側になだらかに傾斜しており、調査区を横断
するように段差が確認できる。この段差は検出当初は遺構としての可能性を保留しつつ慎重
に掘り下げていたが、段差が直線にのびるのみで調査区を越えていること、対岸側に高まり
がないことなど、遺構としての可能性を保留しつつも、現状では段差として報告する。但し、
落ち込む北側の部分に覆っていた土層については、Ⅳ層の下部として取り上げ、今後の調査
で何らかの遺構の覆土として判断した場合を考慮した。Ｖ層の上面で確認できた遺構はＤ－ｌ５
で確認できた竪穴状遺構１基、浅いピット９基であるoD-l5で検出された竪穴状遺構は検
出時は不定形な土壌として「ＳＸｌ」と仮称していたが、調査終了時に住居跡の可能性のあ
る竪穴状遣構として判断し、ここでは第１号竪穴状遺構として報告する。

第１号竪穴状遺構
D-l5調査区の端部において検出された。大部分は調査区外へのびており、正確なプラン

は残念ながら確認できない。堀込みは約30cm堀込み、短いテラス状の床（ベッド状の張り
出し）を持ち約１５ｃｍほど堀込む。床面にあたる部分では隅らしきものを確認できるが、限
定された調査区内では判然としない。北側の隅に認められるピット状遺構は、本竪穴状遺構
に付帯する柱穴と考えられる。壁面に張り付くような形で堆積する喋を含む土層は、造成に

より構築されたの可能性も考慮される。
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第Ｖ 章遺物

１ 石器
本調査で得られた石器は表採品を含めて84点にのぼる（第１表)。調査区の範囲が狭いに

も関わらずこれだけの出土量をみたのは本地区が何らかの形で生活に関わり、豊富な資料を
保存する良好な遺跡の一地点であることを物語っている。以下に分類を概述し出土した石器
を紹介する。

石斧
石斧はすべて両刃の資料で比較的小振りなものが大半を占める。Ａ類は刃部は広くつくり

いずれも小型で基部中央部で閉塞して着装する縦斧、石質は主に変輝緑岩など火成岩起源の
変成岩のものを選択する傾向にある。Ｂ類は比較的大型の資料でやや短冊形のつくり、石質
は主に砂岩・粘板岩を選択する２類に分類した。但し後者に関してはいずれも基部を欠損す
るため全形は不明である。

Ａ－１類（第４図－１～５）は刃部は広く弧状で、平面形がバチ形になり、基部中央部はい
ずれの資料も磨れており本部分を閉塞し柄へ装着する縦斧と推測される。１はほぼ完形品、
２．３は刃部を一部欠き、４．５は刃部のみを残し大部分を欠損する。

Ａ－２類（第５図－６～８）は刃部は基部に比べやや広くつくり、まっすぐな刃が付いてい
たと推測するが、いずれの資料も角を減じているようである、Ａ－１類資料に比べるとやや
肩平になり、器長が長くなるのが特徴である。

Ｂ－１類（第５図－９～１１）は横断面形は太く重量感がありいずれの資料とも器面は敵打痕
を残し研磨は徹底しないようである。刃部は器中央部より短くやや緩やかに弧状となる。い
ずれの資料も器中央で破損しており、本品の使用上の特徴を表わすとも考える。
Ｂ－２類（第５図-12）は１点のみで一般化するかの判断に苦慮するが、今回得られた資料
の中では最も刃部が長く大型で房平な資料である。刃部のみ研磨し、全体的には調整は徹底

せず自然面を残す。完形資料でないため判断しがたい点もあるが、刃はやや斜めに付すよう
である。

磨石
磨石は形状、打痕の箇所、大きさ等にバリエーションが多い。これは磨石が自然石の形状

をそのまま利用し、利用するなかで形が変化するためと考えられる。また、磨石のみで利用

したりするものは少なく、いずれも打痕を残すため磨石と敵石の機能を併せ持っていたもの

も多い。近似するものをグルーピングし、仮に今回は磨り面を持つ磨り石を３類に分類した。
Ａ類（第６図－１３．１４）は平面形が楕円形になり、いわゆる石鹸形の磨り石。大きさは長軸
１０～15cm程度の石を利用し面積の広い面を表・裏に有し、表裏ともに滑らかな体部で作業

面と推測される。またこの作業面に挟まれる周縁部はいずれも厳打痕を残し、特に長軸の端
部ではこれが顕著であるため、本周縁部は厳<という作業を併せ持つ道具であったと推測す
る。１３は作業面の片側が比較的平坦で反対はゆるやかな弧状となる。１４は両面ともゆるやか
な弧状となる。

Ｂ類（第６図-15～１８）は長軸の大きさが５～１２cm程度。拳大で、作業面である平滑な面

が余り徹底していないもの（１５．１７）もある。これらの資料は後述する敵石に分類すること
が適当かと考えるが形状が近似することから当該分類に含めた。作業面となる平滑な面は平
坦になる部分が選択され、断面形がややミカン割れ状をなすことから、後述するクガニイシ
とも近似する機能を有していたとも考えられる。敵打痕を持つ箇所は周縁部をほぼ全周する
が頻度には差が認められる。

鼓石（第６図-19～２０．第７図-21～25）
蔽石は自然円篠を使い円喋周縁や長軸端部に敵打痕をもつ資料で、大きさは５ｃｍ程度の

小さいものから１５ｃｍを超えるものもありバリエーションが認められる。打痕の箇所や形状
から幾つかに分類可能である。１９．２０は円喋端部１カ所を利用したもので自然面も滑らかな
ことから磨石的な機能も有したとも考えられる。２１．２２は円喋の周縁ほぼ2/3を敵打面とし
て使用。２３．２４はやや方柱状の操を使用し、長軸端部を敵打面とする。２５は扇平な篠を使用
し端部１箇所を敵打面とする。

－９－
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クガニイシ（第８図-28）
大型の石器でミカン割れ状の断面を持ち頂部は凸状に突出する特徴を持つ。いわゆるクガ

ニイシ石として知られる資料である註4。

不明の石器（第８図-27）

砂岩質の剥片を利用した用途不明の石器が得られている。
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第１表石器出
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石皿（第８図-26）

石皿は26に図示した１点のほか２点出土している。器中央が凹み作業面が作られる。当該
資料は第Ⅳ層からⅢ受け部がひつくり返った状態で出土した。
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本調査で得られた土器は表採品を含めて2,572点にのぼる。この内訳は口縁が153点、胴部
が2,376点、底部が43点である（第２表)。以下に分類を概述し出土した土器を紹介する。

口縁部・胴部資料
Ｉ類（第９図ｌ～７）叉状工具による押し引き文を施し痛状突起を有する土器。文様は口頚
部に限られ波状口縁の山形部分で縦位の区画文を、胴下部に鋸歯文を配する。１は口径を復
元した唯一の資料で約20ｃｍを計る山形頂部は痛状に整形きれ、痛状突起には叉状工具によ
る連点文を縦位に施す。２は癌状突起正面観三角となり叉状工具による横位の連点文を突起
部分と口縁部に施す。３は文様が不鮮明で判然としないが縦方向の連点文が施きれ、山形頂
部に厚みがあり本分類に含めた。４は口縁部資料、５．６．７は同下半の判然とする資料で
いずれも鋸歯文を確認する。荻堂式土器に該当する資料と判断される。
'I類（第９図８～１２）横捺刻文を施す土器で口縁部の小破片の為胴下半の文様が判然としな
い。単箆工具による押し引き文は工具幅の狭い８．９と、工具幅が比較的広く押し引き文の
間がやや広い１０～12に大別する事も可能である。いずれの資料も胴下部を欠する為、型式の
判断はできないが荻堂もしくは大山式土器に分類されるものと判断される。
ＩＩＩ類（第９図１３～１４）１３は口縁部を幅広ににつくる資料で単箆工具による文様を施す。１４は
無文の資料である。カヤウチバンタ式土器の特徴を有する資料と考えるがいずれも小破片で
あるため検討を要する。
Ⅳ類（第９図１５～１９．第１０図）口縁部を肥厚あるいは折り曲げることで外観状厚みをもって
いる様に見せる。１５．１６は肥厚は断面方形で単箆工具による文様を施す。１７は断面三角形の
口縁部下に押捺刻文と斜沈線を確認できる。１８は連結した沈線を２条１組に施す。１９は口頚
部に斜沈線を描く。第１０図はいずれも無文の資料で口縁部の肥厚形態にバリエーションが認
められる。当該資料が本遺跡で出土量が最も多く主体資料（約73％）となる。室川式土器に
該当する資料と判断される。
Ｖ類（第１l図３３．３４）口縁部を肥厚、口頚部には突帯を縦位に施し、突帯縁は叉状工具によ
る列点文が施される。喜念Ｉ式土器の特徴を有すると判断される。
分類不明の有文資料（第１１図３２．３５．３６）
３２は胴部資料であるが突帯上と頚部に細い沈線文を施す資料。３５は口唇部を刻み口縁部に

は横位に突帯を一条廻らせ区画し口頚部に山形文様を重複さた文様を描く。３６は口唇部を刻
む薄手の資料で小破片の為、類例及び時期等は不詳である。沖縄での類例は少なく５類同様
奄美地方で類例を確認できる資料と推測される。

底部資料（第１１図37～47）
底部資料は大別して平底（37～42)、〈ぴれ平底（45～47）と丸底（43～44）に大別され、

概して37～42までの平底土器は底径が５cm前後で胎土等の特徴からＩ～Ⅲ類に分類した口
縁部資料の底部と推測される。他方、４３～44の丸底の資料は胎土やこれまでの発掘調査の事
例からⅣ類の資料の底部と推測された。４５～47はいずれも胎土は堅綴で作りが丁寧であるこ
とからその判断に苦慮する。形状も底部の立ち上がり部でいったんくびれることから口縁部
資料との検討はさらに詳細な検討が必要である。

２土器

－１７－

第２表土器出土一覧表
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有
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無
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1１

６

5９

２

1６ ３

１

１

５

１４

７
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2１
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Ｖ類
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胴部 １ ２

２ １ ３

３
６

分
類
不
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有
文

無
文
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０ 胴部

口縁部
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３

１

5２ 1２ ２ 3４ １１６

８

2０

1,271

１

1０

491 9６ ２
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233

９

3５

１
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〈びれ平底
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1４

１０
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３

１ １

３
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写真17.長根原遣跡出十＋器
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２

沖縄県が実施する海岸環境整備事業を計画する地区に隣接して長根原遺跡が所在すること
から、土木工事を予定している地区において遺跡が存置しているかを確認することを目的に、
平成１０年10月22日・２９日に文化財有無の確認調査を実施した。確認調査は任意に行いほぼ等
間隔で坪掘りしていく方法をとり崖上地区に９つのテストピットを崖下地区に13のテストピッ

トを設けた（第２図)。その結果、第７．８．９地点の３箇所の地点において遺物包含層が
確認された。この結果を踏まえ、当該地区で予定されていた工事は設計変更を行い遺跡の所
在する地区については計画の変更により保存処置を講じることとなった。
石器第１２図－１は磨石でいわゆる石鹸の形状をした製粉加工の道具と推定される。端部に
敵打痕を有し２つの平坦面縁部が作業面と推測される。同図－２は蔽石で自然円喋を利用し
端部を作業面として敵打痕を有する。

土器第12図－３～５はⅣ類土器の口縁資料で、無文の資料と有文の資料が認められる。５
は口縁部に細沈線を施す有文資料で資料が小片のため判断は難しいが山形ロ縁の可能性もあ
る。

５

･奇

３

写真20．長根原遣跡試掘調査出三十十器

－２３－

写真19.長根原遺跡試掘調査状況
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ここでは、前章までの述べてきた調査の成果を踏まえ、これまでの研究とあわせて概括す

るとともに課題点について述べてみたい。

やんばるは沖縄本島北部地域を指す呼称で沖縄本島北部地域、現在の行政区国頭郡にほぼ
相当する。縄文遺跡の調査例として伊是名貝塚（伊是名村)、宇佐浜遺跡（国頭村)、西長浜
原遺跡（今帰仁村)、知場塚原遺跡（本部町)、大堂原遺跡（名護市)、前原遺跡（宜野座村）
が知られているところである。ただ中南部地域に比して山がちで平坦地も少なく、山地から
の倭小な緩斜面と砂丘地に遺跡が集中する程度で遺跡数は少なく、また開発も多くないため
相対的に調査例が少ないとされてきた。このため当該地域における縄文時代研究は、沖縄本
島の中南部地域の事例を参照にその特徴について検討され、当然その時代相も一つにされて
理解されている。

本遺跡は台地上に立地し村内でも有数な砂浜と広いラグーンが全面に広がる地域で、これ
らの地域では安定的に食料を得ることができたと推定きれ、同台地縁部には多くの遺跡が集
中する。本調査では限定された調査区において遺構の全範囲を把握する事はできなかったが、
竪穴住居と見られる遺構の一部を検出する事ができた。覆土には多量の操に混ざり石器や土
器が含まれており、縄文時代晩期並行期に盛行する住居の石積み壁材として用いられた材と
も考えられる。竪穴が深いことも特徴で、依存状況の良ざを伺うことができる。遺物として
自然遺物の出土は検出されなかったが、このような特徴は他の遺跡でも知られるところであ

り、当該期の一つの特徴なのか遺跡の立地によるものかはさらに検討を要する。主体となる
人工遺物は土器と石器で、土器は荻堂式から室川式土器の範晴で判断される註５ことなど、
比較的調査例の少ないやんばる地域の先史時代を考える上で貴重な資料を得ることができた。
特に石器は豊富でバリエーションに富み、出土量も多いのが特徴である。

また、本調査地区は周辺に比べると掘削され包含層が露頭し保存状況が悪いと推定きれた
にもかかわらず、大きな成果が得られたことから、記録保存処置をとった調査地区以外の遺

跡範囲では良好な集落跡が残置していると考えられ、同地区の保存整備についても今後検討
していく必要がある。

註１．宮城長信1976年「沖縄県西長浜原遺跡」『日本考古学年報』第29号日本考古学協会

註２．上原静ほか1983年「古宇利原遺跡発掘調査報告書』今帰仁村文化財調査報告書第８集今帰仁村教育委員会

註３．上原静ほか’984年「今帰仁村の遺跡』今帰仁村文化財調査報告書第１０集今帰仁村教育委員会

註４．白木原和美1978年「クガニイシ」「法文論叢』第41号熊本大学法文学部

註５．高宮麿術氏のご教授による。
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第３表挿図出土遺物出士地一覧表

第Ⅵ章おわりに

分類 図
番
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番
号 地点 層 順序 分類 図
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石
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Ａ－ｌ

Ａ-２
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Ｂ-２

磨
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Ａ類
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敵石

第
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図

第
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図

第
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１

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

1１
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１３
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貝塚時代沖縄における新石器時代の遺跡は貝塚を
形成することが多いため、この時代を貝塚時代と呼
んでいる。この名称は徳永重康によって1936年に英

文による報告書中でShellmoundageと用いられた
のが最初である。それ以前は石器時代の呼称が一般
的であった（沖縄大百科事典より)。

高宮唐衛氏の沖縄諸島の暫定編年第３次案

層序遺跡において、遺構・遺物はこれを埋めた堆

積物の中に痕跡をとどめる。こうしたいくつかの堆
積層・遺構等の重なりあう関係を、時間的関係に従っ
て整理・配列した結果を層序という（世界考古学事
典より)。

遺物包含層土器・石器などの遺物を含む地層のこ
と（沖縄大百科事典より)。

マンガンノジュールマンガン団塊ともいう。通常
は大洋底に分布するが、沖縄島では陸上の風化残留

土壌（沖縄ではマージという）中に産出する。６～
20ｍｍの大きさで、マンガンの酸化物が主で珪素と
鉄の酸化物が混ざる（奄美沖縄岩石・鉱物図鑑より)。

遺構過去の人間・人間集団の行動の結果として残
された構築物（世界考古学事典より)。

石器石を素材として使われた道具。一般に道具の
類を石器、装飾品等の非実用的なものを石製品と呼
ぶ場合が多い。沖縄で発見される石器には石斧・磨
石・凹み石・叩き石・石皿・石錐・石錘などが知ら
れる（沖縄大百科事典より）。

石斧石製の斧。その製作法によって打製石斧・局
部磨製石斧・磨製石斧などに分けられる。刃の部分
の形態から両刃石斧と片刃石斧があり、前者は刃を
木製などの柄に平行に着装し、樹木の切り倒しや木
工具としての斧となり、後者の片刃石斧は刃を柄と
直角に着装し、いわゆる手斧のようになり、木工具
や土掘り具、農具としての機能をもつ（沖縄大百科
事典より）。
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ヤブチ式土器

緬式ﾆﾋ器

割.嶋式二器

曽伽式土器
灸痕文士器
#柵A式土器
#柵B式土器

､縄前庭I識
１．具志川式
２,神野C式
３．面縄前庭式

刺野D式土器
神野E式淵
例賦土器
荻堂式土器
大凹式土器

室川式土器

室川'層式土器

宇佐浜式二L淵

爪)倣土勝

曽畑式燃
灸痕文士器

出水糸滞
市来式土器

ﾔゾﾁ式
6670'号ｌ４０Ｙ.Ｂ,Ｐ

東原式
6450号ｌ４０Ｙ.Ｂ､Ｐ

曽畑式
催具地東卿
4880±ｌ３０Ｙ.Ｂ,Ｐ

伊液式(熱|H卿
3370FF-80Y.Ｂ,Ｐ

Ｗ破式催川
3600.60Ｙ,Ｂ､Ｐ

宇佐浜式は劉吹

並好とみられる。
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真栄里式土器

具志原式土器

ｱカジャンガー

式土器

柵虹式
亀ﾉ;噸似

lliノ;I式-f器

免旧式土器 アカジャンガー式は
中瀧式i断とみられる。

後
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１
１
１
．
１

…
ｆ

石皿やや肩平な岩塊の中央部をくぼめた盆状の石
器。磨石・叩き石との併用で物の破砕・粉化に用い

る（沖縄大百科事典より)。

カヤウチバンタ式土器

国頭村宜名真カヤウ

チバンタ貝塚出土の土

器を標識とする。器形

は深鉢形を主体とし、

壷形はまれだが、いず

れも花鉢状の肥厚口縁

に特徴がある。底部は

平底である（沖縄大百
科事典より）。

施文文様を描く行為のこと。棒や貝などの道具で

土器が軟らかいうちに模様を付ける。

磨石石に摩擦痕を有する拳大の磨製石器。石皿と

の併用で物の破砕・粉化するのに使う。形が固形石
鹸に類似し定形化したものがあり、石鹸状石器と呼
ばれる（沖縄大百科事典より）。

今､

I司り議蕊灘ⅡJiJ，

'畷篭灘
叩き石棒状・円柱状・楕円状あるいは球形の河原

石の端部や周縁部に蔽打痕のある石器。物を叩き潰
すもの。この石器のほかの面には磨面やくぼんだ面
をもつものが多く、叩きのみでなく、磨石や凹み石
を兼ね備えた例が多い（沖縄大百科事典より）。

嬢驚歩F"
鶏灘一蕊瀞

磯
弘

一患:J過鰐単曜尋趣¥'＃拳
盟

悪猫＆

室川式土器

沖縄市室川貝塚のＴ

トレンチ１６．１７区の下

部貝層を代表する土器。

壷形と深鉢形があり、

前者は希少。深鉢形の

特徴は口唇部を幅広く

造形するものや擬似肥

厚をつくるものなど、

口縁部を誇張するとこ

ろに特徴がある（沖縄
大百科事典より）。

土器水分を含んだ柔らかい粘土に、細かい石片や
砂などのつなぎを混ぜて形を作り、加熱を加えて焼

き上げた素焼きの容器（沖縄大百科事典より）。
蝋

唖一Ｊ勤１，

鰯
胎土土器の質（世界考古学事典より）。

荻堂式土器

北中城村荻堂

貝塚の土器を標
識とするもので、

沖縄編年の前期
後半を代表する

型式の一つ。壷
形と深鉢形があ
り、前者は希少
である。深鉢形
は４個の山形突

起で口縁を飾る
平底の器形で、

胴上部から口縁
へとすぼまり、

山形突起の部分

で外反する（沖
縄大百科事典よ
り)。

出拭I
…ピ巴I簿

喜念Ｉ式土器

徳之島伊仙町喜念貝

塚出土の土器を標識と

するもの。器形は外反

した口縁部より頚部へ

しまり、胴部の張った

もので、底部は丸底が

推定される語形土器で

ある。口縁部は直口の

もの、肥厚して断面三

角形を呈するもの、蒲

鉾形のものなどがみら

れる（沖縄大百科事典
より）。

癖亀”…‐鋼

鋸歯文三角形を連続して鋸の歯状に並べた文様
(世界考古学事典より)。

押捺刻文単箆工具による押し引き文様。

土器に文様を描いている様子

絵：比嘉賀盛「『沖縄の古代土器」の作り方」「あやみや』第２号1994年

参考文献

世界考古学事典（上）平凡社1979年

沖縄大百科事典沖純タイムス社1983年

奄美沖純岩石．鉱物図鑑新星図書出版1985年

特別展琉球先史時代の器展読谷村歴史民俗資料館1979年

考古学資料集３黒潮圏の磨製石斧小田静夫編1998年

弥生時代の石器ニューサイエンス社1991年

大山式土器

宜野湾市大山

貝塚出土の土器
を標識とするも
ので、深鉢形と

壷形があるが、
後者は皆無に等

しい。深鉢形は
胴上部がやや膨

らむ。いずれも

平底である（沖
縄大百科事典よ
り)。
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－－－一今帰仁村の遺跡に関するお問い合わせは＝一一二一‐

今帰仁村教育委員会社会教育課(文化財係)ＯｇＢＯ－５Ｓ－ＳＥＯ１

句準ａ念｡⑤｡⑤｡⑤｡｡｡○ウザ｡｡＠Ｆ①｡⑧｡寺、⑥③ｐ＠

ＤＥＴＡ

遺跡名：長根原遺跡
所在地：沖縄県国頭郡今帰仁村字仲宗根垣畑原988番
経緯度：北緯２６度41分29秒東経127度58分50秒
調査面積：４０㎡
調査原因：公園整備
主な時代：縄文時代後期並行期（約3500～2500年前頃）
主な遺構：住居跡

主な遺物：土器（荻堂式。室川式ほか）
すりいしたたきいし

石器（石斧。磨石°高fi石。石皿ほか）

１
発
潔
雛
臨
鵜
鵬
謹
製
器

０

※遣跡は文化財保護法により保護されております周辺地域での

開発に関しては今帰仁村教育委員会にご相談下さい。

# 一
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